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クレアでは、自治体の国際交流活動のさらなる活性
化を図り、地域の国際化に資することを目的として、
総務省と共催で、創意と工夫に富んだ国際交流の取り
組みを「総務大臣賞」として表彰し、全国に広く紹介
しています。 
第 20 回目となる 2025 年度は、有識者からなる審
査委員会の審査を経て、下記の３団体が受賞しました。

【評価のポイント】

◆岩手県陸前高田市
津波による船の漂着という偶然をきっかけに始
まった高校生同士の交流が市民レベルまで広がり、
産業や文化芸術、防災面での新たな交流に発展して
いる点を高く評価した。
◆神奈川県茅ヶ崎市
1927 年から続くホノルルとの長い交流が多面的
に発展し、地域の個性や多文化共生社会の醸成につ
ながっている点を高く評価した。
◆神奈川県湯河原町
日本とタイ双方が直面する高齢化という課題につ
いて、タイ国内の幅広い官民学ネットワークを構築
しながら、高齢者ケアについて相互に学び合い、実
際の施策に反映している点などを高く評価した。

ここからは受賞団体の皆様から国際交流の具体的な
取り組みについて、ご紹介します。

岩手県陸前高田市
【交流相手先：カリフォルニア州クレセントシティ市】
震災がつないだ絆
陸前高田市とクレセントシティ市の交流は、2011 年
3月に発生した東日本大震災を機に始まりました。　
津波により流出した県立高田高校の海洋実習船「か
もめ」は太平洋を漂流し、2年後の 2013 年 4 月に約
8,000km離れたクレセントシティ市の海岸に漂着しま
した。

クレセントシティ市は、地形や気候、人口規模など
が驚くほど陸前高田市と似ていて、1964 年に津波に襲
われたという同じ経験を有しています。
地元の市民やデルノーテ高校の生徒たちは船体に付
着した貝や藻などを丁寧に剥ぎ取り、返却のための募
金活動を行うなどして、同年 10月、「かもめ」は 2年
7カ月ぶりに陸前高田市への帰還を果たしました。
このことがきっかけとなって両校の生徒の交流が始
まり、2017 年 2 月の国際姉妹校提携締結に続き、
2018 年 4月には戸羽太市長（当時）を団長とした市民
訪問団「友好の翼」がクレセントシティ市を訪問、両
市の間で姉妹都市協定を締結しました。
現在も高校生の派遣と受け入れは、交流活動の重要
な柱となっています。生徒たちは新しい友人を作り、
異なる文化に触れることで視野を広げ、その経験を後
輩たちへと引き継ぎ、相互に短期留学する体制を確立
するまでになりました。
一方で市民訪問団も相互訪問を継続し、本市からは
2026 年 4 月にクレセントシティ市が開催した「カモ
メフェスティバル」に参加し、日本文化の紹介を行っ
てきました。
今後も交流事業
を拡大し、両市の絆
をより一層深めて
いきたいと考えて
います。

神奈川県茅ヶ崎市
【交流相手先：アメリカ合衆国ハワイ州ホノルル市・郡】
ALOHA スピリットがつなぐ姉妹都市交流
茅ヶ崎市とホノルルのつながりは、1927 年に日本で
最古のサーフボードがハワイから持ち込まれたことか
ら始まります。サーフィンやフラの分野での交流、クー
ルビズに先駆けて始まったアロハビズの取り組みなど
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を背景に、姉妹都市締結に向けた機運が両市の間で高
まり、2014 年 10 月 24 日に姉妹都市友好協定を締結
しました。
締結後は、行政のみならず市民・学校・関係団体・
事業者など多様な主体がそれぞれの分野で交流の基盤
を築き、誰もが身近に姉妹都市交流に携わることので
きる環境となりました。これまで多岐にわたる交流が
行われており、ここではその一部を紹介いたします。
有志市民により構成されている茅ヶ崎アロハ実行委
員会が開催する「茅ヶ崎アロハマーケット」では、
2015年からハワイゲストとして事業者やアーティスト
が参加・出展しており、本物のハワイを来場者に体感
いただくほか、市内小学校を訪問し特別授業を実施す
る教育プログラムを実施しています。

茅ヶ崎市内
小学校での
ハワイゲス
トによる特
別授業

また、文化交流としてホノルル美術館が所蔵するハ
ワイ王朝時代に作成された極めて貴重なヴィンテージ
のハワイアンキルト 20点を展示した企画展を茅ヶ崎市
美術館で開催いたしました。
さらには、次代を担う世代の交流として、小学生年
代の相互派遣事業を実施し、互いの文化や価値観を学
びながら友好を深めています。交流プログラムの実施
にあたっては、その目的に賛同した現地非営利団体か
ら資金協賛を得ており、両市の教育や文化の発展に寄
与する取り組みとして評価されています。
今後もホノルルとの交流を通じて地域への愛着を育
むとともに、今回の表彰を励みとして前例にとらわれ
ない新たな交流の創出と、関係性の深化を図ってまい
ります。

神奈川県湯河原町
【交流相手先：タイ国 39 の自治体や大学】
ネットワークによる持続可能な学び合い　
～日タイの高齢者ケアモデルづくり～
湯河原町では、高齢化が進むタイの自治体との交流

を通じ、地域に根ざした高齢者ケアの学び合いを進め
ています。人口約 2万 2,000 人、高齢化率 44％を超
える湯河原町は、日本国内でも高齢化が進む地域であ
り、地域包括ケアや住民主体の活動の経験を生かした
国際交流に取り組んできました。
交流の契機となったのは、2018 年から実施したタイ
自治体幹部などの研修受け入れです。本町では、高齢者
福祉施策や地域住民による支え合い活動について紹介
し、延べ 233 人を受け入れました。その後、2019 年
にはタイ・ブンイトー市と相互協力協定を締結し、高齢
者福祉や観光など幅広い分野で交流を進めています。
2020 年からは、クレアや国際協力機構（JICA）の
支援を受け、NGO野毛坂グローカルの協力のもと「ス
マート＆ストロングプロジェクト」を実施しています。
本事業では、タイ国内の自治体をネットワーク化し、
地域住民、有償・無償ボランティア、企業、大学など
多様な主体が協力する、地域資源活用型の高齢者ケア
モデルづくりに取り組んでいます。
特徴的なのは、「学び合い」を重視している点です。
日本では近年、公的制度だけでは支えきれない課題へ
の対応として地域の支え合いが注目されていますが、
タイの地域福祉や住民参加の仕組みには学ぶべき点が
多くあります。本町でも、2026 年にタイの有償ボラン
ティア制度を参考にした支援制度を導入しました。
また、多額の資金に依存せず、地域に既に存在する
人材やコミュニティーの力を生かしながら、持続可能
な活動を目指している点も特徴です。
本町では、国際交流を、地域課題をともに考え互い
に学び合う機会として、今後も活動の深化を進めてい
きます。
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受賞団体の取り組みを参考として、さらに多くの活発な国際交
流が生まれることを期待しています。 
クレアでは、毎年8月から当該表彰の募集を行っています。皆
様からの積極的なご応募をお待ちしています！

タイの 39の自治体との調印式の様子


